
    

 

                                

 

                                    令和３年９月 

                             富山県立高岡聴覚総合支援学校   

 

 

本校は、聴覚障害児教育の専門機関として「聴覚障害教育センター」を併設し、県西

部にお住まいの赤ちゃんからお年寄りまで「きこえ」や「ことば」に関する相談に応じ

ています。医療、福祉機関、各種教育機関、補聴器専門店などとの

連携を密にし､活動を進めています。 

 お子さんの様子で、話し掛けても振り向かない、言葉が遅いなど、

気になることがありましたら、ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、８月２７日（金）に開催

の予定であった第２回「きこえ」と「ことば」の研修会は中止となりました。 

しかし、学校説明会や学校見学会、聴覚障害児担当教員等支援連携会議、第１回「き

こえ」と「ことば」の研修会などは、感染拡大防止に努め実施することができました。

ご協力、ありがとうございました。 

 

 

お気軽にご相談ください！ 

 
乳幼児相談 
 

・０～２歳児のお子さんと保護者の方を対象に、ことばの基礎づくりをします。 

 

通級による指導 

・小・中学校の通常学級に在籍する聴覚障害児を対象に、週１時間程度 

 自立活動の時間における指導を行います。 

 

定期的教育相談 

・保育所、幼稚園、小・中・高等学校に在籍する聴覚障害児を対象に、 

聴覚活用、言語指導など個々に応じた支援を行います。 

 

地域支援 
 

・聴覚障害児に関わる先生方の研修会を開催しています。 

・保育所、幼稚園、小・中・高等学校からのご依頼に応じ、訪問による支援も行います。 

・地域の方や成人の方を対象に、聴力測定や補聴器の相談を行います。 

（定期的に補聴器販売店の方が来校します。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜聴覚障害児担当教員等支援連携会議＞ 
 ５月２０日（木） 

 ○参加者：幼稚園・認定こども園教員２名、 

小・中学校、義務教育学校教員１２名 

特別支援学校教員２名 

 

 ○内 容：定期的教育相談来室幼児児童生徒の実態、支援目標、支援の内容など情報交換 

聴覚障害教育に関する情報提供 

 

 ○寄せられた感想 

・聴覚に障害のある子について、これまでは“なんとなく”や想像だったのが、普段どの

ような感じ方なのか、例を挙げてお話しくださったので、とても分かりやすかった。 

・今回、自分が教えていただきたかった支援の目標や指導の在り方についてご質問させて

いただき、丁寧にお答えいただきました。とても参考になり今後に生かして生きたいです。 

相談されたい方は、 

まずお電話を！ 

平日９：００～１７：００ 

（相談に費用はかかりません） 

＜交通アクセス＞ 

高岡方面から 加越能バス砺波・庄川・城端 

       方面乗車 

砺波方面から 加越能バス高岡駅方面乗車 

  

「北蔵新」バス停下車 徒歩５分 

【問い合わせ先】 富山県立高岡聴覚総合支援学校 
               〒 933-0824       高岡市西藤平蔵７００番地 

               教育相談室 (聴覚障害教育センター) 担当  

               TEL 0766-63-6385   FAX 0766-63-5884   

               Ｅ-mail  takaokachokaku@ed.pref.toyama.jp 

 

 

 


